
平成 24年度「学力向上のためのＰＤＣＡサイクルづくり支援事業」 

Ｃ調査の結果について 

教 学 指 導 課 

 

Ⅰ 調査教科及び調査した児童生徒数               （  ）内は参加校数 

  国語 算数・数学 英語 

小学校４年   12,714人 (256校)   

小学校５年 15,793人 (299校) 15,796人 (299校)   

中学校２年 14,341人 (149校) 14,337人 (149校) 14,452人 (148校) 

       （参考：全県 小４ 20,144 人､小５ 20,660人､中２ 20,543人、小 374校､中 187校） 

Ⅱ 調査結果 

１ 各問の正答率            （単位％） 

問題番号 【１】 【２】 【３】 【４】 【５】 【６】 【７】 

小学校４年 算数 87.7 64.6 76.4 76.5 43.3 73.5 53.1 

小学校５年 
国語 85.4 56.0 56.6 80.4 69.4 62.7 50.1 

算数 72.0 62.1 60.8 88.1 40.8 42.3 63.2 

中学校２年 

国語 89.6 94.2 70.0 85.4 25.3 69.5 36.7 

数学 77.5 69.4 74.0 65.6 24.1 15.4 29.8 

英語 64.7 23.5 60.3 78.1 63.4 23.4 39.6 

 

２ 正答数の分布                                                        （単位％） 

正解数 ０問 １問 ２問 ３問 ４問 ５問 ６問 全問 

小学校４年算数 1.1 3.0 5.8 10.4 17.3 25.6 25.8 11.1 

小学校 

５年 

国語 2.1 5.3 9.0 11.4 14.7 18.2 21.7 17.6 

算数 1.9 5.8 10.1 14.6 18.1 29.3 23.9 10.8 

中学校 

２年 

国語 0.3 1.2 4.8 12.0 21.7 29.3 23.9 6.8 

数学 5.9 9.4 13.3 18.6 21.4 15.8 11.0 4.9 

英語 7.1 11.4 14.5 16.0 16.8 15.3 11.7 7.3 

                      

３ 家庭学習の時間          

 

 

 

（単位％） 

選択肢 ３時間以上 ２～３時間 １～２時間 30分～１時間 ～30分 まったくしない 

小学校４年 6.9 15.1 34.5 33.1 9.1 1.3 

小学校５年 6.2 14.8 37.0 32.0 8.6 1.3 

中学校２年 4.1 17.8 39.9 24.8 9.4 4.0 

◇学校の授業時間以外に、ふだん（月曜日から金曜日）、1 日あたりどれくらいの時間、勉強しますか。

（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間も含みます。） 

１ ３時間以上   ２ ２時間以上、３時間より少ない 

３ １時間以上、２時間より少ない ４ 30分以上、１時間より少ない 

５ 30分より少ない   ６ まったくしない 



Ⅲ 調査結果からみえることと改善の方向 

１ Ｐ調査とＣ調査の比較からみられる顕著な成果(◇)と課題(◆) 

（１）国語 

＜中学校２年【二】正答率の比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）算数・数学 

＜小学校４年【３】正答率の比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学校２年【５】正答率の比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）英語 

＜中学校２年【５】正答率の比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◇話し合いの方向を捉えて、的確な発言を考える問題【二】は、

Ｐ調査より 21.9 ポイント上回った。話し合いの目的や一つ

一つの発言の意味をとらえるために、話し合いの途中で司会

者が複数の発言をまとめたり、意見を整理したりする学習を

行ってきた成果がみられる。 

◆回転体の体積を求める問題【５】は、Ｐ調査よりも 14.3 ポ

イント下回った。求める回転体が円錐となるイメージがも

てず、△ＡＢＣの面積を求めている誤答が多い。また、錐

体の体積の求め方が十分定着されず、円柱の体積を求めて

しまっている誤答もある。パソコンの画面上で面を回転さ

せて、立体ができる様子を視覚的に捉えたり、立体模型を

手にとって観察したり、見取図を書いたりする具体的操作

を取り入れて、回転体のイメージを確かにする学習場面を

取り入れたい。また、追究を通して導き出された公式につ

いては、意味を理解させるとともに、繰り返し練習問題を

解いて習得を図っていきたい。 

◇文を読み、書かれた内容についての疑問文《Yes-No 疑問文》

に答える問題【５】は、P 調査より 9 ポイント上回った。

《Yes-No 疑問文》についての指導が丁寧に行われている成

果であると考えられる。引き続き《Yes-No 疑問文》の学習

では、主語を正確に捉え、代名詞で答える指導を継続してい

きたい。 

◇何倍かを求める場合の除法の意味についての理解を確認す

る問題【３】は、Ｐ調査より 10.3 ポイント上回った。今後

も、数直線や線分図などに数量を表して、それらの関係を調

べる算数的活動を取り入れた授業改善を図りたい。 

話し合いの話題や方向を捉えて的確に話したり、それぞ

れの発言を注意して聞いたりして、自分の考えをまとめる

力をみる問題 

整数の除法について理解し、その計算を適切に用いる力

をみる問題 

平面上の表現から空間図形の性質を読み取り、錐体の体

積を求める力をみる問題 

文の大切な部分を正確に読み取り、語と語の区切りなど

に注意して正しく書く力をみる問題 

C 

A 

B 
10 ㎝ 

6 ㎝ 

△ＡＢＣを回転させてできる 

円錐の体積を求める問題 



２ 活用に関する問題からみえる成果と課題 
（１）国語  

 ＜小学校５年【七】正答率の比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ＜C 調査における学校ごとの正答率の分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）算数･数学 

＜小学校５年【７】正答率の比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜C 調査における学校ごとの正答率の分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問】司会の山田さん：『秋山さんと川本さんの意

見に共通する点は、旗の中に顔の絵を入れ、ふき

出しを付けて､その中に元気が出る言葉を書くこ

とです。ちがう点は、       ということ

です。』 

司会者の言葉の   の中に入るふさわしい内

容を、発言の前後の言葉につながるようにして書

きましょう。 

【問】ただしさんは、「98×25 の計算は、筆算を

しなくても、98 を 100 をもとにして考えると、簡

単に計算できる」と言い、計算の工夫をしました。 

 (100－２)×25＝100×25－2×25 

＝2500－50＝2450   

 では、99×35 の計算は、どのように工夫できま

すか。ただしさんのように式で書きましょう。 

正答率は伸びてきており、話し合いで出された

意見を整理することに成果がみえる。学校ごとの

正答率の分布を見ると、正答率が 30％未満の学校

は少なくなっており、授業改善の成果がみえてき

ている。 

各校においては、役割を果たしながら話し合い

を進めるなど、意見を整理して記述し伝え合う学

習を構想し、話す力や聞く力を高める学習を進め

たい。 

表示された計算の工夫を解釈し、それを参考に

別の計算で工夫を考え、式に表現する問題である。

正答率は、Ｐ調査を上回り成果がみられた。また、

学校ごとの正答率の分布を見ると、25％未満の学

校がなく、右寄りの分布となっており、各校にお

ける授業改善の成果が表れている。具体的には、

答えを求める過程に着目し、計算処理の工夫に着

目して振り返る学習場面を設定するなどの成果が

みられた。 

さらに、数量の関係を式に表したり、式を読み

取ったりする学習を位置付け、説明し伝え合う算

数的活動を継続して取り入れたい。 

互いの考えの共通点や相違点を考え、司会の役

割を果たしながら話し合う力をみる問題 

数量の関係を表す式を理解し、式を用いて数学

的に表現する力をみる問題 



（３）英語 

＜中学校２年英語【７】 正答率の比較＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

＜C 調査における学校ごとの正答率の分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 正答数の分布からみえること 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小学校の国語、算数及び中学校の国語は右より、中学校の数学、英語は、ほぼ左右対称の分布とな

った。各校では、自校の分布と比較することにより、課題を見いだし授業改善を進めたい。 

中学校２年では正答数が０問又は１問の生徒が、数学で１割強、英語では２割弱おり、P 調査より

改善してきているが、依然として課題である。各校においては、今後も日々の授業において、個に応

じたきめ細やかな指導を継続して進めていきたい。 

 

【問】あなたが「将来なりたい職業」や「将来や

ってみたいこと」を英語で１文書き、さらに、そ

のことについて、あなたの考えや気持ち、事実、

理由などを英語で１文書き加えなさい。 

将来なりたい職業や自分の考えについて、２文で

書く問題である。正答率は、P 調査を上回ったもの

の、39.6％と低く課題である。正答率の高い学校に

おいては、自分の考えや理由を英文で記述する学習

に取り組んでいる成果が表れている。 

解答類型によると、内容的には理解できる２文が

書かれているものの、文法的な間違いがある誤答が

多い。教科書やモデル文などの文章表現を参考にし

て、自分の表現を工夫していく活動を取り入れた

い。また、文のつながりを意識して自己表現し、文

の完成後に、観点を明確にして生徒同士で読み合う

活動を位置付ける等の授業改善をさらに進めたい。 

身近な場面における出来事や体験などについて

自分の考えや気持ちを表現する力をみる問題 



４ 家庭学習時間の調査からみえること 

     小学校４年           小学校５年          中学校２年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

５ 学習内容の定着度についての分析 

 

学習内容の定着度が高い傾向の学校においては、以下の点について積極的に取り組んでいる。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容を定着させて学力向上を図るためには、調査結果から明らかになってきた課題を当該学年

だけではなく全職員が共有し、具体的な授業改善を行い、学校全体として課題解決に向けて取り組み

たい。また、学力向上に向けては、家庭との連携が重要であり、小学校低学年からの家庭学習の習慣

化のために連携を図っていきたい。 

 

○小・中学校においては、「クリア問題・チャレンジ問題」を授業や家庭学習に活用してい

る割合が高い。 

 

○小学校においては、家庭学習の手引きを作成して、家庭学習について保護者に説明を行い、

協力体制を整えている割合が高い。 

 

○中学校においては、小中連携を積極的に進めている。また、校内研修を活性化させ、模擬

授業など実践的な研修を取り入れている。 

小学校４,５年では、1 時間未満の児童の割合が減り、1 時間以上の割合が増えている。中学校

２年では、1 時間以上２時間未満の割合が減り、１時間未満の生徒の割合が増えている。 

学力の向上に向けては、家庭と連携しながら、個に応じた指導により家庭学習が習慣化するよ

うな指導を工夫したい。また、わかる授業を通して、家庭学習への意欲を高めるようにしたい。 



 

平成 24 年度Ｃ調査問題小学校４年算数(１) 

４年（   ）組（   ）番 氏名（             ）          

         （答えはすべて解答
かいとう

らんに書きましょう。） 

【１】4＋8.37 を計算しましょう。 

 

【２】遠足に出かけました。午前８時 30 分に学校を出発して 

午前 10 時 10 分に、休けい場所につきました。 

学校から休けい場所までかかった時間は何時間何分で

すか。 

 

 

 

 

 

 

 

【３】テープが３本あります。テープの長さは、次のようになって 

います。 

・赤色のテープの長さは９ｍ 

・青色のテープの長さは 18ｍ 

・黄色のテープの長さは 36ｍ 

黄色のテープの長さは、赤色のテープの長さの何倍ですか。求める式と答えを書きましょう。 

 

 

【４】右の折れ線グラフは、ある日の気温の変わり方を表しています。 

  １時間ごとの気温の上がり方が一番大きかったのは、何時と何時 

の間ですか。答えを書きましょう。 

 

 

 

【５】1000 円札
さつ

の面積は約何ｃ㎡ですか。次の１から４までの 

  中から１つ選んで、その番号を書きましょう。 

１ 約  ６０ｃ㎡ 

２ 約 １２０ｃ㎡ 

３ 約 ４８０ｃ㎡ 

４ 約 ９６０ｃ㎡ 

 

正答･正答例 

【１】 １２．３７ 

【２】   １時間 ４０分 

【３】

 式 

  ３６÷９ 

   

 

答え 

    ４  倍 

【４】

 

  午後１ 時と  

  

 午後２ 時の間 

【５】
２ 

 

正答数 

      問／７問 

学校を出発した時刻
じ こ く

 休けい場所についた時刻
じ こ く

 



 

 ド
ア
↓ 

 上からみた部屋の図 

平成 24 年度 Ｃ調査問題 小学校４年算数（２） 

４年（   ）組（   ）番 氏名（            ） 

 

【６】あつ子さんの部屋には、部屋の内がわに開くドアがあります。 

  あつ子さんは、この部屋の中に、いろいろな 

物をおこうと考えています。ドアを開けしめ 

するときに、おいた物にドアがあたってしま 

う場所と、あたらない場所を調べて図に表し 

ます。 

ドアが当たってしまう場所を   で、当 

たらない場所を   で表すとき、それぞれ 

の場所を正しく表している図を、下の１ から４ までの中から 1 つ選んで、その番号を書きましょ 

う。 

 

 

 

 

【７】まことさんは、右の図の●の数を、次のようにして求めました。 

    ３×３＋２×５ 

 まことさんは、どのように考えたのか、かいとうらんの図を線でかこみ、 

その横に説明を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇学校の授業
じゅぎょう

時間以外
い が い

に、ふだん（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強しますか。

当てはまる番号に○をしましょう。（算数だけでなく、全部の教科の勉強時間です。また、学習じゅく

で勉強している時間や家庭
か て い

教師
きょうし

の先生に教わっている時間もふくみます。） 

１ ３時間以上 

２ ２時間以上、３時間より少ない 

３ １時間以上、２時間より少ない 

４ 30 分以上、１時間より少ない 

５ 30 分より少ない 

６ まったくしない 

 

 

 

【７】 

 

      (例) 

３この３つ分と、 

２この５つ分を 

たしている。 

 

 

 

●●● 
●●● 
●●● 
●●●●● 
●●●●● 

【６】  ３ 

●●● 
●●● 
●●● 
●●●●● 
●●●●● 

正答･正答例 



平
成
二
十
四
年
度 

Ｃ
調
査
問
題 

小
学
校
五
年
国
語(

一)
 

五
年( 

 
 
)

組( 
 
 
)

番 

氏
名( 

 
 
 
 
 
 
 
 
) 

（
答
え
は
、
す
べ
て
解
答

か
い
と
う

欄ら
ん

に
書
き
な
さ
い
。） 

問
一 

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。 

【
二
】 

国
語
辞
典
で
は
、
五
十
音
の
順
に
言
葉
が
な
ら
ん
で
い
ま
す
。
次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
の
言
葉
を
国
語
辞
典
で
調
べ

ま
す
。
最
初
に
出
て
く
る
言
葉
の
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

ア 

砂
鉄

さ

て

つ 
 
 

イ 

サ
ツ
マ
イ
モ 

 

ウ 

作
家

さ

っ

か 
 
 

エ 

撮
影

さ
つ
え
い 

 

【
一
】 

松
下
さ
ん
は
、
左
の
詩
を
読
ん
だ
感
想
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

ア 

の
中
に
入
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
言

葉
を
、
詩
の
中
か
ら
五
字
で
抜
き
出
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

       

【
三
】 

次
の
文
の
中
で
、
主
語
を
示
す 

線
部
ア
・
イ
の
述

じ
ゅ
つ

語
に
あ
た
る
も
の
を
Ａ
～
Ｄ
の
中
か
ら
選
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ

記
号
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア 

愛
子
さ
ん
は
→ 

 
 
 
 
 
 
 

イ 
稲
穂
が
→ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

【
四
】 

次
の
二
つ
の
文
を
、
全
体
の
意
味
を
変
え
ず
に
一
つ
の
文
に
し
な
さ
い
。 

雨
が
は
げ
し
く
ふ
っ
た
。
だ
か
ら
、
遠
足
は
中
止
に
な
っ
た
。 

    

【
五
】 

次
は
、
北
小
学
校
の
新
聞
委
員
の
小
林
さ
ん
が
「
中
学
生
と
の
交
流
会
」
の
様
子
を
伝
え
た
、
学
校
新
聞
の
記
事

の
下
書
き
の
一
部
で
す
。
―
線
部
を
「
六
年
生
が
」
を
主
語
に
し
て
書
き
か
え
ま
す
。
あ
と
の 

 
 

の
中
に
入
る

ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
、「
案
内
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
意
味
を
変
え
な
い
よ
う
に
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

        

六
年
生
が
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
校
舎
内
を
歩
き
ま
し
た
。 

 

正答数 

 

     問／７問 

雨
が
は
げ
し
く
ふ
っ
た
か
ら
（
の
で
・
た
め
）、
遠
足
は
中
止
に
な
っ
た
。 

[

遠
足
が
中
止
に
な
っ
た
の
は
、
雨
が
は
げ
し
く
ふ
っ
た
か
ら
（
た
め
）
だ
。] 

 

ア
愛
子
さ
ん
は
、
田
ん
ぼ
で
育
っ
て
い
る 

イ
稲
穂

い

な

ほ

が
、
た
く
さ
ん 

Ａ
実
っ
て
、
頭
を 

Ｂ
重
た
そ
う
に 

た
れ
て
い
る 

様
子
を
、
毎
日 

Ｃ
て
い
ね
い
に 

 

Ｄ
観
察
し
た
。 

Ｄ 
 

Ａ 

 

「
広
い
な
あ
、
中
学
校
の
校
舎

こ
う
し
ゃ

」 
 

 

十
月
十
日
、
西
中
学
校
で
、
六
年
生
と
中
学
一
年
生
と
の
交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。
全
体
会
の
あ
と
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
中
学
生
が
、
六
年
生
を
案
内
し
な
が
ら
、
校
舎
内
を
歩
き
ま
し
た
。
中
学
校
の
校
舎
は
広
く
て
、
特
別
教

室
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

 

～
（
下
書
き
が
続
く
）
～ 

 

中
学
生
に
案
内
さ
れ
な
が
ら 

 

果
物

く
だ
も
の 

 
 
 
 
 
 

八
木
重
吉 

 

秋
に
な
る
と 

 

果
物
は
な
に
も
か
も
忘わ

す

れ
て
し
ま
っ
て 

 

う
っ
と
り
と
実
っ
て
ゆ
く
ら
し
い 

(

出
展 

｢貧
し
き
信
徒
｣新
教
新
書) 

 
 

う
っ
と
り
と 

 

エ 

〔
松
下
さ
ん
が
ま
と
め
た
感
想
〕 

私
が
気
に
入
っ
た
の
は
、 

ア 

と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
の
言

葉
は
、
心
を
う
ば
わ
れ
て
ぼ
う
っ
と
す
る
様
子
を
表
し
て
い
る

の
で
、
ま
る
で
果
物
に
心
が
あ
っ
て
、
あ
ま
く
熟

じ
ゅ
く

し
て
い
く
こ

と
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
か
ら
で
す
。 

正
答
･正
答
例 



平
成
二
十
四
年
度 

Ｃ
調
査
問
題 

小
学
校
五
年
国
語(

二)
 

五
年( 

 
 
)

組( 
 
 
)

番 

氏
名( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

問
五 

五
年
二
組
の
山
田
さ
ん
の
学
級
は
、
市
内
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
こ
の
大
会
で
応
援え

ん

に
使
う
旗
を
つ
く 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
は
、
応
援
に
使
う
旗
に
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
書
き
、
ど
の
よ
う
な
絵
を
入
れ
る
か
を
決
め 

る
た
め
に
話
し
合
っ
て
い
る
様
子
の
一
部
で
す
。
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

【
山
田
さ
ん
の
学
級
で
話
し
合
っ
て
い
る
様
子
の
一
部
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                     

【
六
】
記
録
係
は
、
坂
口
さ
ん
の
発
言
を
黒
板
に
書
き
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
書
き
方
で
、
―
線
部
の
大
野
さ
ん
の
発
言
を 

 
 
 

書
き
ま
す
。【
記
録
係
が
ま
と
め
た
黒
板
の
一
部
】
の 

Ａ 

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
、「
～
か
ら
（
理
由
）、 

～
が
よ
い
（
意
見
）。」
と
い
う
文
の
形
に
し
て
一
文
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

   

【
七
】
司
会
の
山
田
さ
ん
は
、
出
さ
れ
た
発
言
に
合
わ
せ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 
 

の
発
言
は
、
秋
山
さ
ん 

の
意
見
と
川
本
さ
ん
の
意
見
に
共
通
す
る
点
と
ち
が
う
点
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。 

Ｂ 

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し 

い
内
容
を
、
次
の
条
件
に
合
わ
せ
、
発
言
の
前
後
の
言
葉
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

〈
条
件
〉 

○ 

次
の 

 
 
 

の
三
つ
の
言
葉
の
中
か
ら
二
つ
使
っ
て
書
く
こ
と
。 

 

○ 

二
十
字
以
上
、
三
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。 

     山
田
（
司
会
）
学
級
の
旗
に
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
書
き
、
ど
の
よ
う
な
絵
を
入
れ
る
か
と
い 

 
 

う
二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。
で
は
、
意
見
を
出
し
て
下
さ
い
。 

坂
口 

ぼ
く
は
、
旗
に
書
く
言
葉
は
、
学
級
目
標
の
「
力
を
合
わ
せ
て
や
り
と
げ
よ
う
」
が
よ 

い
と
思
い
ま
す
。
大
会
で
学
級
目
標
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
を
意
識
で
き
る
か
ら
で
す
。 

大
野 

わ
た
し
は
、「
心
を
一
つ
に
」
と
い
う
言
葉
の
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
試
合
中
に 

か
け
合
い
や
す
い
言
葉
だ
か
ら
で
す
。 

秋
山 

絵
に
つ
い
て
で
す
が
、
ぼ
く
は
、
旗
に
男
女
二
人
の
顔
を
入
れ
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま 

す
。
口
に
ふ
き
出
し
を
付
け
、
そ
の
中
に
元
気
が
出
る
言
葉
を
書
く
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。 

川
本 

秋
山
さ
ん
の
意
見
に
賛
成
で
す
。
た
だ
、
顔
の
絵
に
つ
い
て
は
、
学
級
全
員
分
の
ほ
う 

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
に
ふ
き
出
し
を
付
け
、
そ
の
中
に
元
気
が
出
る
言
葉
を 

を
書
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

山
田 

（
司
会
）
絵
に
つ
い
て
秋
山
さ
ん
と
川
本
さ
ん
の
意
見
に
共
通
す
る
点
は
、
旗
の
中
に 

顔
の
絵
を
入
れ
、
ふ
き
出
し
を
付
け
て
、
そ
の
中
に
元
気
が
出
る
言
葉
を
書
く
と
い
う 

こ
と
で
す
。 

ち
が
う
点
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
 

～
（
話
し
合
い
が
続
く
）
～ 

 

・
学
級
全
員
分 

・
学
級
目
標 

・
男
女
二
人 

【
記
録
係
が
ま
と
め
た 

黒
板
の
一
部
】 

 

 

 

 

30 

20 

顔 

の 

男 

絵 

を 

女 

る 

す 

に 

人 

二 

れ 

そ 

、 

か 

る 

す 

に 

分 

員 

全 

級 

学 

も 

と 
 

 
 

 

か 

〈
議
題
〉 

学
級
の
旗
に
書
く
言
葉
と
、

入
れ
る
絵
を
決
め
よ
う 

 

□
言
葉
に
つ
い
て 

〔
坂
口
さ
ん
〕 

学
級
目
標
の
達
成
を
目
指
す

こ
と
を
意
識
で
き
る
か
ら
、

「
力
を
合
わ
せ
て
や
り
と
げ

よ
う
」
が
よ
い
。 

 

〔
大
野
さ
ん
〕 

  
 
 
 

Ａ 

試
合
中
に
か
け
合
い
や
す
い
言
葉
だ
か
ら
、 

「
心
を
一
つ
に
」
が
よ
い
。 

 
 
 
 
 

正
答
･正
答
例 



  平成 24 年度 Ｃ調査問題 小学校５年算数（１）  

５年（  ）組（  ）番 氏名（            ）          

 

【１】1.4＋3 を計算しましょう。 

 

 

 

 

【２】70－20÷5 を計算しましょう。 

 

 

 

 

 

【３】下の分数と整数を、小さい順に左からならべましょう。 

    

 

 

 

【４】下の２つの四角形は、合同です。左の四角形の の角に対応する角はどれですか。右の四角形

の の角から の角までの中から 1つ選んで、その記号を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５】テープが２本あります。テープの長さは、次のようになっています。 

・青色のテープの長さは  8ｍ 

・黄色のテープの長さは 10ｍ 

青色のテープの長さは、黄色のテープの長さの何倍ですか。求める式と答えを書きましょう。 

 

 

正答数 

      問／７問 

正答･正答例 

【１】 ４.４ 

【２】 ６６ 

【３】 

小さい順に 

   

【４】 ア 

【５】 

式  ８÷10   

答え ０.８ 倍 

 

５ 

12 
， ， 

， 
12 
５ 

２ 
５

４ 
1 ， 

４ 
５ 

１ ２ 



【７】 

〔99×35 の計算の工夫〕 

 

   

正答･正答例     平成 24 年度 Ｃ調査問題 小学校５年算数（２） 

５年（  ）組（  ）番 氏名（            ） 

【６】 はるかさんやこうたさんたちは、図のように、同じ長さの１㎝の棒
ぼう

（   や   ）を 24本

使って、いろいろな長方形や正方形をつくりました。棒
ぼう

でかこまれた長方形や正方形の面積につい

て、下のアからエまでの中から正しいもの１つを選びなさい。 

                       はるかさん        こうたさん 

 

 

 

 

ア 周りが２４本の同じ長さの棒でかこまれているので、面積はどれも同じ。 

イ たてとよこの本数が同じ６本の時が面積は一番大きい。 

ウ たての本数が一番多い１１本の時が面積は一番大きい。 

エ よこの本数が一番多い１１本の時が面積は一番大きい。 

 

【７】ただしさんは、「98×25 の計算は、筆算をしなくても、98 を 100 をもとにして考えると、かん 

たんに計算できる」と言って、右下のように計算の工夫をしました。 

では、99×35 の計算は、どのように計算を工夫できますか。その計算の工夫を    の中に、

ただしさんのように式で書きましょう。 

 

 

 99×35 

＝(100－1)×35 

＝100×35－1×35 

＝3500－35 

 

＝3465 

 

 

◇学校の授業時間以外に、ふだん（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強しますか。

当てはまる番号に○をしましょう。（算数だけでなく、全部の教科の勉強時間です。また、学習じゅく

で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間もふくみます。） 

１ ３時間以上 

２ ２時間以上、３時間より少ない 

３ １時間以上、２時間より少ない 

４ 30 分以上、１時間より少ない 

５ 30 分より少ない 

６ まったくしない

 

【６】

 

 

 

ただしさんの計算の工夫 

98×25 

＝(100－2)×25 

＝100×25－2×25 

＝2500－50 

＝2450 

イ 

 

 
 



平
成
二
十
四
年
度 

Ｃ
調
査
問
題 

中
学
校
二
年
国
語(

一)
 

二
年( 

 
 
)

組( 
 
 
)

番 

氏
名( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

 

 

（
答
え
は
、
す
べ
て
解
答
欄ら

ん

に
書
き
な
さ
い
。） 

問
一 

次
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。 

 

【
一
】 

田
中
さ
ん
は
、
担
任
の
先
生
か
ら
、
明
日
の
懇
談

こ
ん
だ
ん

会
に
誰
が
来
る
の
か
尋
ね
ら
れ
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。 

 
 
 

に
入
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
、
あ
と
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

明
日
の
懇
談
会
に
は
、
母
が 

 
 
 
 
 
 
 

ま
す
。 

 

ア 

い
た
だ
き 

 

イ 

ご
ざ
い 

 

ウ 

ま
い
り 

 

エ 

い
ら
っ
し
ゃ
い 

  

問
二 

学
級
会
で
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
外
国
の
人
と
の
交
流
会
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま

し
た
。
司
会
は
吉
原
さ
ん
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

              

【
二
】 

司
会
の
吉
原
さ
ん
は
、
木
下
さ
ん
の
発
言
の
内
容
に
不
足
が
あ
る
と
感
じ
、
木
下
さ
ん
に 

 

Ａ 
 

の
よ
う
に

問
い
か
け
ま
し
た
。
最
初
の
吉
原
さ
ん
の
発
言
を
参
考
に
し
て
、 

 

Ａ 
 

に
入
る
の
に
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次

の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  

ア 

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
、
何
を
作
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。 

 
 

 

イ 

物
よ
り
も
歌
を
贈
る
方
が
よ
い
と
思
う
理
由
は
何
で
す
か
。 

 

ウ 

外
国
の
人
と
交
流
す
る
理
由
は
何
で
す
か
。 

 

 

エ 

歓
迎
の
気
持
ち
を
表
す
方
法
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
け
で
す
か
。 

正答数 

 

     問／７問 

 

ウ 

吉
原
（
司
会
） 

交
流
会
で
何
を
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。
意
見
を
述
べ
る
と
き
に
は
、
理
由
も
あ
わ
せ
て
言
っ
て
下
さ
い
。 

西
村 

 
 

私
は
、
何
か
記
念
に
な
る
も
の
を
作
っ
て
贈
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
理
由
は
、
帰
っ
て
か
ら
も
、
そ

れ
を
見
れ
ば
な
つ
か
し
く
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
か
ら
で
す
。 

木
下 

 
 

私
は
、
記
念
に
な
る
も
の
を
贈
る
こ
と
に
は
賛
成
で
す
が
、
作
っ
た
物
を
わ
た
す
よ
り
も
、
歌
を
歌
っ

て
み
ん
な
の
歌
声
を
贈
る
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

吉
原
（
司
会
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
（
話
し
合
い
が
続
く
）
～ 

 

イ 

正
答
・
正
答
例 



 
 
 
 

平
成
二
十
四
年
度 

Ｃ
調
査
査
問
題 

中
学
校
二
年
国
語(

二) 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 
問
三 

国
語
の
授
業
で
「
中
学
校
で
い
ち
ば
ん
新
鮮
に
感
じ
た
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
文
章
を
書
い
て
い
ま
す
。
次
は
、

竹
下
さ
ん
が
最
初
に
書
い
た
文
章
【
Ａ
】
と
、
そ
れ
を
読
み
返
し
、
３
段
落
を
書
き
直
し
た
文
章
【
Ｂ
】
で
す
。
こ
れ

ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

【
Ａ
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
Ｂ
】 

            

【
三
】 

竹
下
さ
ん
は
、
３
段
落
を
ど
の
よ
う
に
書
き
直
し
て
い
ま
す
か
。
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
、
最
も
適
切
な
も
の
を

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

ア 

部
活
動
で
体
験
し
た
話
題
を
詳
し
く
し
て
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
。 

 
 

イ 

部
活
動
の
様
子
を
箇
条
書
き
で
ま
と
め
、
要
点
を
明
確
に
伝
え
て
い
る
。 

 
 

ウ 

比
喩
を
用
い
て
書
き
か
え
、
自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
る
。 

 
 

エ 

友
達
の
意
見
を
引
用
し
て
、
自
分
の
考
え
の
よ
さ
を
論
理
的
に
伝
え
て
い
る
。 

 問
四 

次
の
文
章
は
、「
万
葉
集

ま
ん
よ
う
し
ゅ
う

」
の
和
歌
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

             

【
四
】
―
線
部
①
「
こ
よ
ひ
」
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
て
、
全
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。 

    

【
五
】
―
線
部
②
「
あ
や
か
り
（
あ
や
か
る
）」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

   

ア 

影
響
を
受
け
て
彦
星
の
よ
う
な
人
に
逢
う
こ
と  

イ 

影
響
を
受
け
て
様
々
な
習
い
事
を
す
る
こ
と 

 

ウ 

影
響
を
受
け
て
教
え
を
さ
ず
か
る
こ
と 

 
 
 
 

エ 

影
響
を
受
け
て
同
様
の
状
態
に
な
る
こ
と 

 

こ
よ
い 

１ 
 

私
が
中
学
校
に
入
っ
て
い
ち
ば
ん
新
鮮
に
感
じ
た
こ
と

は
、「
先
輩
」
と
い
う
言
葉
で
す
。 

２ 
 

私
が
通
っ
て
い
た
小
学
校
に
は
、「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」

と
い
う
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
低
学
年
と
高
学
年
の
子
が
、

い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
時
間
で
す
。
そ
の
時
、
低
学
年
の
子
は
、

高
学
年
の
人
を
「
○
○
さ
ん
」
と
名
前
で
呼
ん
で
い
ま
し
た
。 

３ 
 

中
学
に
入
学
し
て
、
私
は
テ
ニ
ス
部
に
入
り
ま
し
た
。
最

初
は
部
の
二
・
三
年
生
の
人
た
ち
を
「
○
○
さ
ん
」
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。
で
も
、
二
年
生
の
人
た
ち
が
「
○
○
先
輩
」

と
呼
ん
で
い
た
の
で
、
そ
う
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

中
学
に
入
学
し
て
、
私
は
テ
ニ
ス
部
に
入
り

ま
し
た
。
部
の
三
年
生
に
、「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」

で
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
松
本
良
夫
さ
ん
が
い
ま

す
。
最
初
私
は
、「
良
夫
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
で
も
、
二
年
生
の
人
た
ち
が
「
松
本
先

輩
」
と
呼
ぶ
の
を
聞
い
た
と
き
、
な
ん
だ
か
中

学
生
に
な
っ
た
ん
だ
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
い

い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
先
輩
」
と

い
う
呼
び
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
思
い
切
っ
て
、「
松
本

先
輩
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

ア 

      

こ
れ
は
、
現
存
す
る
日
本
最
古
の
歌
集
で
あ
る
「
万
葉
集
」
に
出
て
く
る
和
歌
で
す
。
七
夕
の
記
述
は
、
約
千

年
前
の
平
安
時
代
に
書
か
れ
た
「

枕
ま
く
ら
の

草
子

そ

う

し

」
や
「
源
氏

げ

ん

じ

物
語

も
の
が
た
り

」
に
も
出
て
き
ま
す
。
七
夕
は
、
織
物
の
上
手

な
織
女
に
②
あ
や
か
り
裁
縫

さ
い
ほ
う

の
上
達
を
願
う
行
事
で
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
は
、
書
道
、
和
歌
、
楽
器
な
ど
芸
術
的

な
技
術
の
上
達
を
願
う
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
～
（
文
章
が
続
く
）
～
（
出
典
中
学
校
国
語
２
年
光
村
図
書
出
版
） 

彦
星

ひ
こ
ほ
し

と
織

女

た
な
ば
た
つ
め

と
①

こ
よ
ひ
逢あ

は
む
天
の
川
門

か

は

と

に
波
立

な

み

た

つ
な
ゆ
め 

彦
星
と
織
女
星
と
が
今
夜
会
う
と
い
う
天
の
川
の
渡
り
場
に
、
波
よ
、
荒
く
立
つ
な
、
決
し
て
。 

エ 

正
答
・
正
答
例 



平
成
二
十
四
年
度 

Ｃ
調
査
査
問
題 

中
学
校
二
年
国
語(

三)
 

二
年( 

 
 
)

組( 
 
 
)

番 

氏
名( 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
) 

問
五 
図
書
委
員
か
ら
１
の
よ
う
な
呼
び
か
け
が
あ
り
、
東
山
さ
ん
は
２
の
よ
う
な
二
つ
の
標
語
を
考
え
ま
し
た
。 

                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
六
】 

東
山
さ
ん
は
最
初
、
左
の
標
語
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、 
の
中
の
よ
う
に
考
え
て
２
の
よ
う
に
作
り
直

し
ま
し
た
。 

の
中
の
文
章
の 

に
入
る
最
も
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
、
後
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
、
記
号
を
書
き
な
さ
い
。 

 

標
語 

「
じ
っ
く
り
た
っ
ぷ
り
心
に
栄
養 

味
わ
い
、
ひ
た
ろ
う 
本
の
世
界
に
」 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

【
七
】 

あ
な
た
な
ら
、 

ａ
、
ｂ 

の
ど
ち
ら
の
標
語
を
選
び
ま
す
か
（
ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。
あ
な
た
の

考
え
と
そ
の
理
由
を
、
あ
と
の
①
～
③
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

① 

ａ
と
ｂ
を
比
べ
て
書
く
こ
と
。 

② 

【
呼
び
か
け
文
】
の
応
募
条
件
と
ａ
、
ｂ 

の
標
語
の
中
の
言
葉
を
使
っ
て
書
く
こ
と
。 

③ 

三
文
で
書
く
こ
と
。 

   

      

１ 図書委員からの【呼びかけ文】 

読書旬間の標語を募
ぼ

集
しゅう

します！ 
山川中学校 図書委員会  

◆ 目的 

 図書委員会では、10月 29日から 11月７日

までの 10日間、読書旬間を行います。そこで、

全校の皆さんに本の魅力を感じてもらえるよ

うに、読書旬間の標語を募集します。 

 

◆ 応募条件（①または②を満たすもの） 

① 読書により、心が豊かになることが伝わ

るもの 

② 読書により、知識が広がることが伝わる

もの 

 

◆ 文字数の条件 

20 字以内で作成すること。 

 

◆ 募集期間 

  平成 24年 10月 1日から 10月 12日まで。 

ａ 読めば読むほど 物知り博士 

２ 東山さんが考えた標語 

ｂ 本読むと 胸のおくまで 

ぽっかぽか 

 

本
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、「
心
に
栄
養
」
と
い
う
言
葉
で
、
読
書
で
心
が
豊
か
に
な
る
こ
と

は
表
現
で
き
た
と
思
う
が
、 

 
 

に
合
っ
て
い
な
い
の
で
、
作
り
直
す
こ
と
に
し
よ
う
。 

ア 

目
的 
 

イ 

応
募
条
件 

 

ウ 

文
字
数
の
条
件 

 

 

 

ウ 

（
例
）
ａ
の
標
語
は
、
応
募
条
件
の
②
の
「
知
識
が
広
が
る
」
と
い
う

こ
と
を
、「
物
知
り
博
士
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
、
本
の
魅
力
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ｂ
の
標
語
に
は
、

「
心
が
豊
か
に
な
る
こ
と
」
は
書
か
れ
て
い
る
が
、「
知
識
が
広
が
る
こ

と
」
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
私
は
ａ
を
選
ぶ
。 

正
答
・
正
答
例 



平成 24 年度 Ｃ調査問題 中学校２年数学（１） 
２年（  ）組（  ）番 氏名（            ）          

 
【１】 12－６÷(－２）を計算しなさい。 
 
 

【２】 連立方程式 
102
52

yx
yx

  を解きなさい。 

 

【３】 比例の関係 y＝
2
1

x のグラフをかきなさい。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
【４】 二元一次方程式 x－y＝２ の解である x，y の値の組について、下のア～エの中から正しい  
   ものを１つ選びなさい。 
  
   ア 解である x，y の値の組はない。 
  イ 解である x，y の値の組は１つだけある。 
 ウ 解である x，y の値の組は２つだけある。 
 エ 解である x，y の値の組は無数にある。 

 
 
【５】下の図のような直角三角形ＡＢＣを、直線ＡＣを軸として１回転させて立体をつくります。 

できる立体の体積を求めなさい。ただし、円周率はπとします。 
 
 

正答数 

      問／７問 

正答 

【１】 １５ 

【２】 （x，y）＝（４，３） 

 

【３】
 
 

            
            
            
            
            
            
            
            
            
            
            
            

 

Ｏ 
x 

y 

5 

5 

-5 

-5 

【５】 200π ㎝３ 

 

【４】 エ 

 

C 

A 

B 
10 ㎝ 

6 ㎝ 



平成 24 年度 Ｃ調査問題 中学校２年数学（２） 
２年（  ）組（  ）番 氏名（            ） 

 
【６】 和也さんは、右のように円の中心のまわりの角を等分して学級の 
   当番表をつくるときに、１班分のおうぎ形の中心角の大きさが何度 
   になるかを調べています。 
    例えば、６班に分けると１班分の中心角の大きさは 360°を６で 

   わって、60°と求められます。 

  調べてみると、１班分のおうぎ形の中心角の大きさについて「分ける班の数を決めると、 

 それにともなって１班分のおうぎ形の中心角の大きさがただ１つ決まる」という関係がある 

 ことが分かりました。 

 下線部を、次のように表すとき、  ①  と  ②  に当てはまる言葉を書きなさい。 

 
 
 
 
【７】 はるかさんは、右の表を見て「連続する３つの自然数の和

は、３の倍数になる」と予想しました。はるかさんは、その

予想がいつでも成り立つことを下のように説明しました。 
   下の説明を完成させなさい。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

◇学校の授業時間以外に、ふだん（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、勉強しますか。

当てはまる番号に○をしましょう。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時

間も含みます。） 

１ ３時間以上    ２ ２時間以上、３時間より少ない 
３ １時間以上、２時間より少ない  ４ 30 分以上、１時間より少ない 
５ 30 分より少ない    ６ まったくしない  

 １＋２＋３＝ ６ 
２＋３＋４＝ ９ 

 ３＋４＋５＝１２ 
   ： 

【７】

【説明】 連続する３つの自然数のうち、最も小さい数をｎと

 すると、連続する３つの自然数は、ｎ，ｎ＋１，ｎ＋２ と表

 される。 

  したがって、連続する３つの自然数の和は 

  ｎ＋（ｎ＋１）＋（ｎ＋２） 

＝ ３(ｎ＋１) 
ｎ＋１は自然数だから、 

３(ｎ＋１)は３の倍数である。 

したがって、連続する３つの 

自然数の和は、３の倍数である。 

 

正答(例) 

【６】                     は            の関数である。 

 

① １班分のおうぎ形の中心角の大きさ ② 分ける班の数 

３の倍数であるこ

とを説明するには、

３と自然数の積に

なっていることを

いえば、いいんだ。 

図書館

教室
トイレ

玄関

階段

廊下

Ｆ班

Ａ班

Ｂ班

Ｃ班

Ｄ班
Ｅ班



平成 24 年度 Ｃ調査問題 中学校２年英語 

２年（   ）組（   ）番 氏名（             ）          

 

次の英文を読んで、下の問いに答えなさい。（答えはすべて解答欄に書きなさい。） 

【１】下線部①の（  ）内の語を、最も適切な形になおして、１語で書きなさい。 

 

【２】下線部②が意味の通る英文になるように、（    ）内の語を、並べかえて書きなさい。ただし、 

   文の始めにくる語は、最初の文字を大文字になおして書きなさい。 

 

【３】手紙の内容から考えて、（  ③  ）内に当てはまる最も適切な文をア～エの中から一つ選び、 

   記号を書きなさい。 

   ア it starts in April. 
   イ  it starts in September. 
   ウ  it starts in winter. 
   エ  it starts in spring. 

 

【４】 ④の（    ）内の日本語を正しい英語1語で書きなさい。 

  

本文の内容について、次の質問に英語で答えなさい。答えは（  ）内に１語ずつ書きなさい。 

【５】 Did Mike have a good time in Niagara Falls? 
         （     ）, （     ） （     ）． 

 

【６】 What does Mike want to be? 
         He （     ） （     ） （     ） （     ） （     ） ． 

 

【７】あなたが「将来なりたい職業」や「将来やってみたいこと」を英語で１文書き、さらに、 

   そのことについて、あなたの考えや気持ち、事実、理由などを英語で１文書き加えなさい。 

   ただし、未習の職業名についてはローマ字表記でもよいとする。 

＜カナダにいる中学生のマイク(Mike)が、ペンフレンドの浩司(Koji)に半年ぶりに出した手紙です。＞ 

                                         September 4 
 Dear Koji,                                          

How are you?  Are you enjoying your school life now?  I know you have summer 
*vacation from July to August in Japan.  Did you have a good time?  What did you enjoy 
during your summer vacation?  I ①(  go  )  to *Niagara Falls.  It was very beautiful.   
②(visit / every summer / many people / there ).  I had a wonderful time there. 

We start our *new school year from this month. The school year starts in April in Japan, 
but in Canada (     ③      ).  Do you know that？ 

Yesterday I *wrote about my dream in our English class.  I want to be a singer. 
Why?  I like to sing English songs very much.  Someday I want to sing in many countries. 
So I’m studying ④( 音楽 ）and English very hard. 

What’s your dream, Koji?  Please tell me about it!  I hope you can write me soon. 
                              Your friend,  
                                                       Mike  

〔注〕vacation：長期休業    Niagara Falls：ナイアガラの滝    new school year：新年度  
    wrote：書いた（write の過去形）  

正答数 

      問／７問 



 

 

 

２年（  ）組（  ）番 氏名（            ） 

 

〔解答欄〕 

【１】      went  

【２】 

 ( Many people  /  visit  /  there  /  every summer ). 
                        または 

 ( Every summer  /  many people  /  visit  /  there  ).         

【３】 イ 
 

【４】     music 

【５】 （  Yes  ），（  he   ） （  did   ）． 

【６】 He （ wants ）（  to   ）（   be   ）（   a   ）（  singer  ）．  

【７】 

 【例 1】 I want to be a baseball player.  I like baseball very much. 

  【例 2】  I want to go to Italy.  I want to watch a soccer game there. 

※正答の条件は，解説シート参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答例 


